
(1/2)  第 8 版号              2018 年(平成 30 年)度 会報(年刊)          2019 年 5 月 16 日 

 

 

 

真
貼
付 

  

 

『平
成
30
年
度
定
時
総
会
』 

開
催
さ
れ
る 

六
ヶ
所
村
産
業
協
議
会 

会 
 

報 
 2018 年度 年刊 平

成
30

年
度
定
時
総
会
が
5
月
24

日
に
『
ス
パ

ハ
ウ
ス
ろ
っ
か
ぽ
っ
か
』
に
て
開
催
さ
れ
、
前
年
度

事
業
・
収
支
報
告
及
び
新
年
度
事
業
・
予
算
計
画
・

理
事
退
任
（
退
任
者
：
種
市
治
雄 

氏
）
に
つ
い
て

討
議
・
承
認
さ
れ
、
千
田
昇
会
長
の
も
と
今
年
度
の

活
動
を
ス
タ
ー
ト
す
る
。 

 
                  【

会
長
挨
拶
】 

 

         

平
成
30
年
度
の
定
時
総
会
の
開
催
に
あ
た
り
、

一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
に
は
、
何
か

と
お
忙
し
い
と
こ
ろ
ご
出
席
を
頂
き
ま
し
て
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
当
協
議
会
の
顧
問
を

お
願
い
し
て
い
る
戸
田
衛
村
長
な
ら
び
に
日
本
原

燃
㈱
工
藤
健
二
社
長
に
は
、
多
忙
な
と
こ
ろ
総
会
に

ご
臨
席
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
当
協
議

会
は
、
平
成
16
年
4
月
に
42
社
の
会
員
で
ス
タ
ー

ト
致
し
ま
し
た
が
、
現
在
１
１
４
社
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
橋
本
良
春
会
長
、
松
井
典
夫
会
長
の
後
を
引

き
継
ぎ
、「
地
元
勤
労
者
の
技
術
力
向
上
と
地
域
産

業
経
済
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
」
と
い
う

設
立
当
初
の
趣
意
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
な
く
、
堅
実

に
活
動
を
進
め
ら
れ
ま
す
こ
と
は
、
会
員
の
皆
様
の

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ
て
の
も
の
と
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
お
手
元
の
会
報
を
確
認
し
て
頂
け

れ
ば
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
度
の
新
し
い
試

み
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
１
つ
は
、
役
場
庁
舎

や
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
て
い
た
定
例
の
役
員

会
を
、
郷
土
館
、
国
際
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
、
ろ
っ

ぷ(

村
室
内
温
水
プ
ー
ル)

、
戸
鎖
公
民
館
な
ど
で 

て
お
り
ま
す
各
議
案
の
審
議
が
ス
ム
ー
ス
に
い
き

ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
と
と
も
に
、

会
員
の
皆
様
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活

躍
・
ご
発
展
を
祈
念
致
し
ま
し
て
、
総
会
の
開
催

に
当
た
っ
て
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

 

【
来
賓
者
祝
辞
】 

六
ヶ
所
村
長 

戸
田 

衛 
 

氏 
 

        
 

日
本
原
燃
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

工
藤 

健
二 

氏 
         

 

総
会 

第
２
部 

【
記
念
講
演
】 

演 

題
：
地
球
深
層
部
調
査
船
「
ち
き
ゅ
う
」 

の
挑
戦
か
ら
見
え
て
き
た 

新
た
な
科
学
の
地
平 

 

講
演
者
：
国
立
研
究
開
発
法
人
海
洋
研
究
開
発
機
構 

地
球
深
部
探
査
セ
ン
タ
ー 

h
ttp

://w
w

w
.ja

m
ste
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o
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/cd
e
x
/j/ 

セ
ン
タ
ー
長 

倉
本 

真
一 

氏 
 
          

【
懇
親
会
】 

 

会
場
を
同
施
設
『
レ
ス
ト
ラ
ン 
フ
ォ
レ
ス
ト
』

へ
移
動
し
、
情
報
交
換
会
を
開
催
す
る
。 

編集/発行:第３委員会 
 

役
員
自
身
が
村
内
を
も
っ
と
知
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
開
催
場
所
を
変
え
て
実
施
致
し
ま
し
た
。
２

つ
目
は
、
こ
れ
ま
で
毎
年
開
催
し
て
い
た
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
に
戸
田
村
長
に
も
参
加
頂
い
て
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
ペ
と
し
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
集
ま

っ
た
浄
財
は
少
年
非
行
防
止
活
動
を
し
て
い
る

「
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
チ
ー
ム
」
へ
活
動
用
ジ
ャ
ン
パ
ー
を

寄
贈
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
３
つ
目
と
し
ま
し
て

は
、
毎
年
会
員
の
皆
様
に
協
力
頂
い
て
い
る
「
太

平
洋
沿
岸
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」
に
加
え
、
単

独
で
、
観
光
資
源
の
美
化
運
動
と
し
て
村
内
行
楽

地
「
泊
畳
岩
海
岸
」
清
掃
奉
仕
活
動
を
実
施
致
し

ま
し
た
。
岩
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
風
光
明
媚

な
海
岸
が
ひ
っ
そ
り
と
広
が
っ
て
お
り
、
そ
の
海

岸
近
く
に
あ
る
「
滝
の
尻
大
滝
」
、
岩
の
間
か
ら

海
水
が
噴
水
の
よ
う
に
噴
き
出
す
と
い
う
「
ぼ
っ

ち
」
。
会
員
企
業
の
皆
様
に
村
の
素
晴
ら
し
さ
を

知
っ
て
貰
う
こ
と
を
目
的
に
、
平
日
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
33
会
員
85
名
の
参
加
を
頂
き
実
施
致

し
ま
し
た
。
終
了
後
、
こ
れ
か
ら
六
ヶ
所
村
の
ご

当
地
グ
ル
メ
と
な
る
で
あ
ろ
う
「
鮑
カ
レ
ー
」
を

参
加
者
全
員
で
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
「
こ
う
い

う
名
所
が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。
知
り
合

い
を
連
れ
て
ゆ
っ
く
り
見
に
来
た
い
」
と
言
う
方

も
お
ら
れ
、
良
い
企
画
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
４
つ
目
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
国
内
と
し
て
い
た
視
察
研
修
を
海
外
と

し
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
再
処
理
工
場
の
竣
工
を

目
前
と
し
て
い
る
現
在
、
地
元
企
業
と
し
て
準
備

し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
考
え
方
な

ど
、
フ
ラ
ン
ス
「
ラ
・
ア
ー
グ
」
再
処
理
工
場
を

は
じ
め
、
周
辺
の
協
力
企
業
や
自
治
体
を
訪
問
し

て
勉
強
し
て
来
よ
う
と
、
昨
年
10
月
１
日
よ
り
８

日
間
、
橋
本
晋
副
村
長
に
も
ご
同
行
頂
き
会
員
企

業
19
社
総
勢
23
名
に
て
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。 

再
処
理
工
場
が
操
業
し
て
の
40
年
後
の
未
来
を

見
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
、
様
々
な
助
言
を
頂
い

た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
六
ヶ
所
村
に
と
っ
て

も
、
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
も
大
い
に
参
考
と
な

る
研
修
に
な
り
ま
し
た
。
多
大
な
る
補
助
金
を
ご

承
認
下
さ
っ
た
戸
田
村
長
、
な
ら
び
に
再
処
理
工

場
や
周
辺
企
業
と
の
視
察
を
サ
ポ
ー
ト
頂
い
た

日
本
原
燃
㈱
工
藤
社
長
に
改
め
て
御
礼
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
“
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。” 

当
協
議
会
は
今
後
も
村
の
産
業
経
済
の

発
展
を
目
指
し
、
さ
ら
に
は
、
村
一
番
の
企
業
で

あ
る
日
本
原
燃
㈱
が
求
め
る
、
地
域
の
皆
様
が
求

め
る
「
安
全
と
安
心
を
支
え
る
技
術
者
」
と
し
て
、

地
元
勤
労
者
の
育
成
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
進
め

て
行
き
ま
す
。
こ
の
技
術
は
原
子
力
の
み
な
ら
ず

産
業
全
般
に
通
じ
、
会
員
企
業
の
さ
ら
な
る
発
展

に
も
結
び
つ
く
も
の
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
清
掃

活
動
な
ど
地
域
へ
の
貢
献
活
動
も
継
続
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
、
今
後

と
も
ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
日
提
案
し 

 
 

  

 

『第
14
回 

太
平
洋
沿
岸
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ 

作
戦
』奉
仕
活
動
に
汗
を
流
す 

 

７
月
21
日 

５
９
４
人(

当
協
議
会
員
４
０
６ 

 
 

名
含
む)

参
加
に
よ
り
、
尾
駮
漁
港
か
ら
出
戸
地
区
ま

で
の
約
２
・
８
㎞
の
海
岸
清
掃
奉
仕
に
汗
を
流
し
、

約
３
ｔ
の
ゴ
ミ
を
回
収
す
る
。 

六
ヶ
所
高
校
総
合
学
習 

 
 
 

『村
内
企
業
研
究
会
』
へ
の
協
力 

 

６
月
19

日
、
全
生
徒(

１
９
５
名)

を
対
象
と
し

た
『
第
11

回 

村
内
企
業
研
究
会
』
が
開
催
さ
れ

る
。
当
協
議
会
は
毎
年
参
加
し
、 

今
回
は
25

企

業
・
団
体(

当
協
議
会
会
員
22

社
含
む)

が
参
加
と

な
り
ま
し
た
。 

               

本
研
究
会
は
、
生
徒
の
将
来
の
職
業
選
択
へ
向

け
た
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ(

働
く
こ
と
の
意

義
や
役
割
、
将
来
設
計
な
ど)

醸
成
を
目
的
と
し

て
、
生
徒
自
身
が
興
味
の
あ
る
各
企
業
の
ブ
ー
ス

を
20

分
ご
と
に
３
つ
訪
問
し
、
事
業
内
容
、
社

会
・
職
業
人
と
し
て
要
求
さ
れ
る
人
材
像
等
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
自
分
の
進
む
べ

き
道
を
探
る
た
め
の
質
問
が
活
発
に
交
わ
さ
れ

た
。 

 
 
 

 

 

Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
チ
ー
ム
へ 

図
書
券
寄
贈 

 

10

月
17

日
、
六
ヶ
所
村
役
場
に
お
い
て
当
協
議

会
主
催
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
収
益
浄
財

を
少
年
非
行
防
止
活
動
へ
役
立
て
て
い
た
だ
く
た

め
『
活
動
参
加
者
へ
の
贈
呈
品(

図
書
券
６
万
円

分)

』
を
寄
贈
す
る
。 

            

【
用
語
説
明
】 

青
森
県
警
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用 

 

『
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
』
は
、
21
世
紀
を
担
う
青
森
県
の
少
年
が
さ
ら
に

飛
躍
し
、
大
き
く
「
ジ
ャ
ン
プ
」
し
て
ほ
し
い
と
の
願
い
と
、「
少

年
非
行
防
止
」
の
英
語
の
頭
文
字
を
と
っ
て
命
名
さ
れ
る
。『
少

年
非
行
防
止
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
チ
ー
ム
』
は
、
少
年
非
行
の
悪
化
の
一

つ
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
少
年
自
身
の
「
規
範
意

識
の
低
下
」
を
防
ぐ
た
め
に
、
中
学
生
・
高
校
生
ら
少
年
自
ら

が
、
お
互
い
に
非
行
防
止
に
つ
い
て
呼
び
か
け
、
そ
の
活
動
を

通
じ
て
学
校
の
仲
間
、
さ
ら
に
は
地
域
の
皆
様
も
一
緒
に
な
っ

て
、
県
内
全
体
に
非
行
防
止
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
11
年
か
ら
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
度
か
ら
は
、

小
学
生
が
『
リ
ト
ル
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
チ
ー
ム
』
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ

て
い
ま
す
。 
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役
員
・事
務
局
人
事 

 

【
事
務
局
変
更
】 

４
月
１
日
付 

六
ヶ
所
村
役
場
組
織
変
更
に
よ

り
当
協
議
会
事
務
局
担
当
部
署
が
「
商
工
観
光
課
」

か
ら
『
政
策
推
進
課 

観
光
グ
ル
ー
プ
』
へ
変
更
。 

 【
役
員
】 

 

７
月
18
日
役
員
会
に
お
い
て
５
月
24
日
副
会
長

「
種
市 

治
雄
」
氏
退
任
に
伴
う
副
会
長
・
理
事
後

任
者
を
選
出
す
る
。 

副
会
長
「
附
田 

角
栄
」
氏 

理 

事
「
金
濱 

智
哉
」
氏 

 

『第
５
回
独
身
者
交
流
会
』開
催 

昨
年
カ
ッ
プ
ル
成
立
者
の
中
な
ら 

一
組
が
、
結
婚
に
至
る
!! 

 
 
 

 

７
月
７
日
『
三
沢
市 

ミ
ス
・
ビ
ー
ド
ル
ド
ー
ム
』

を
会
場
に
１
７
６
名(

男
性
１
０
７
、
女
性
６
９)

参

加
に
よ
り
開
催
さ
れ
る
。 

  
               

本
交
流
会
は
「
地
域
・
企
業
の
将
来
を
託
す
次
世

代
、
特
に
青
年
層
の
育
成
に
は
人
生
基
盤
の
構
築
が

最
も
重
要
で
あ
る
」
と
の
考
え
か
ら
、
垣
根
を
越
え

た
人
と
の
出
会
と
交
流
の
機
会
を
提
供
し
、
共
助
・

研
鑚
で
き
る
仲
間
や
伴
侶
の
獲
得
を
醸
成
す
る
目

的
で
開
催
さ
れ
、
企
画
・
運
営
、
ス
タ
ッ
フ
の
全
て

を
『
六
ヶ
所
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
』
殿
の
ご
協
力

で
成
り
立
っ
て
お
り
、
気
軽
で
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
雰

囲
気
の
中
で
友
達
づ
く
り
が
出
来
る
よ
う
工
夫
が

な
さ
れ
、
カ
ッ
プ
ル
成
立
者
に
は
『
フ
レ
ン
チ
レ
ス

ト
ラ
ン 

Ｎ
ｏ
ｒ
ｔ
ｈ
40-

40
』
ペ
ア
ー
デ
ィ
ナ
ー

券
が
贈
呈
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
今
回
は
22

組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

 
『チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
』
開
催 

 

７
月
14

日
、
当
協
議
会
顧
問
で
あ
る
戸
田
衛
六

ヶ
所
村
長
を
お
迎
え
し
、
参
加
人
数
47

名
に
て
『
下

北
ス
リ
ー
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
』に
て
開

催
さ
れ
る
。 

【
成
績
】 

優 

勝 

山
田 

敬
二 

日
本
原
燃
分
析
㈱ 

 
  

準
優
勝 

吉
田 

裕
悦  

㈱
青
森
ク
リ
エ
イ
ト 

第
３
位 

橋
本 

優
輔  

青
森
日
揮
プ
ラ
ン
テ
ッ
ク
㈱ 

 

 

 

 

 

地
域
奉
仕
活
動 に

汗
を
流
す  

 

８
月
22

日 

村
内
観
光
資
源
の
美
化
活
動

と
し
て
「
第
２
回
清
掃
奉
仕
」
を
73

名(

30

会

員)

参
加
に
よ
り
、
泊
畳
岩
海
岸
清
掃
奉
仕
を

実
施(

回
収
ゴ
ミ
：
約
２
０
０
㎏)

す
る
。
作
業

終
了
後
、
泊
漁
港
婦
人
部
殿
の
ご
厚
意
に
よ

る
、
名
産
の
イ
カ
を
使
っ
た
『
海
鮮
カ
レ
ー
』

を
振
る
舞
い
頂
き
、
更
な
る
奉
仕
へ
の
糧
と
な

り
ま
し
た
。 

 

 

  

 

 
▲講演者への記念品贈呈 

贈呈者：当協議会事務局 六ヶ所村役場 政策推進課 

課長心得 吉岡主悦 氏 

 

 

 

右：尾駮交番連絡協議会  
会長 金澤光秀 氏 

 

左：当協議会 第三委員会 
委員長 坂本良盛 
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ご注意： 
編集作業中により、不

適切な表現が含まれて
いる可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③技術支援マネジメント講習・講演 開  催 人数 場   所 

技術支援基礎講座 平成 26 年 4 月 16 日～18 日 18 六ヶ所村文化交流プラザ スワニー 

ISO9001 内部監査員養成講座 平成 26 年 10 月 25 日～26 日 19 六ヶ所村中央公民館 

ビジネスマナー講座 平成 26 年 4 月 15 日 33 六ヶ所村文化交流プラザ スワニー 

マネジメント実務講習 平成 26 年 3 月 7 日 26 六ヶ所村中央公民館 

パソコン講座(EXCEL4 日間) 平成 26 年 5 月 24 日～6 月 14 日 13 六ヶ所村中央公民館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月５日、村内４施設の視察を実施し、会員３９企業５６名参加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

表-2  会議・情報交換会等開催状況 
名   称 開  催 場   所 

定期総会 5月 24 日 スパハウスろっかぽっか 

役員会 第 1回 4 月 17 日 六ヶ所村文化交流プラザスワニー 

事務局歓送迎会 4月 27 日 ホテルグランヒルつたや(三沢市) 

    第 2 回 5 月 16 日 六ケ所村中央公民館 

    第 3 回 6 月 13 日 六ヶ所村保健相談センター 

    第 4 回 7 月 18 日 六ヶ所村倉内コミュニティセンター 

    役員歓迎会 8月 01 日 スパハウスろっかぽっか 

    第 5 回 8 月 21 日 六ヶ所村中央公民館 

    第 6 回 9 月 12 日 六ヶ所村中央公民館 

    第 7 回 10 月 17 日 六ヶ所村中央公民館 

    第 8 回及び役員・事務局歓送迎会 11 月 13 日 Casual French Ｎorth40-40（三沢市） 

    施設視察 11 月 21 日 日本原燃㈱再処理事業所 CA・CB 建屋 

    第 9 回 12 月 11 日 六ヶ所村中央公民館 

    第 10 回 1 月 16 日 六ヶ所村中央公民館 

    第 11 回 2 月 23 日 六ヶ所村中央公民館 

    第 12 回 3 月 12 日 スパハウスろっかぽっか 

チャリティーゴルフ大会 7月 14 日 
下北スリーハンドレットゴルフクラブ 
スパハウスろっかぽっか 

独身者交流会 7月 7日 ミス・ビードルドーム（三沢市） 

県外施設視察研修 10 月 26～27 日 原子燃料工業株式会社 熊取事業所(大阪府) 

村内・近隣市町村施設視察 12 月 07 日 
千代田テクノル㈱ラディエーションモニタリングセンター青森 

量子科学技術研究開発機構 六ヶ所核融合研究所 

会員懇親会  第 1回（総会） 5月 24 日 スパハウスろっかぽっか 

第 2回（県外施設視察会) 10 月 26 日 づぼらや道頓堀店(大阪市) 

第 3回（村内施設視察会） 12 月 07 日 スパハウスろっかぽっか 

第 4回（マネジメントセミナー） 2月 20 日 六ヶ所村文化交流プラザスワニー 

 

各
種
の
技
術
支
援
講
座
及
び 

会
議
・
情
報
交
換
会
を
開
催 

 

平
成
30

年
度
事
業
活
動
の
開
催
状
況
は
別
表

『
表-

１ 

技
能
講
習
、
資
格
取
得
講
座
・
技
能
訓

練
支
援
等
開
催
状
況
』
及
び
『
表-

２ 
会
議
・
情

報
交
換
会
等
開
催
状
況
』
の
通
り
。 

表-1  技能講習、資格取得講座・技能訓練支援等開催状況   
① 技能講習 開  催 人数 場   所 
小型移動式クレーン運転技能講習  注-1 8/22～24 14 青森原燃テクノロジーセンター（東北町） 

玉掛け技能講習          注-1  8/29～31 14 青森原燃テクノロジーセンター（東北町） 

安全衛生推進者講習 12/8 18 六ヶ所村中央公民館 

有機溶剤作業主任者講習(2日間)×2講座 注-1 1 回目：6/23～24     2 回目：10/11～12 44 青森原燃テクノロジーセンター（東北町） 

特定化学物質及び四アルキル鉛作業主任者講習 注-1  12/12～14 0 青森原燃テクノロジーセンター（東北町） 

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者講習(3 日間)×2 講座 注-1  1 回目：6/11～13     2 回目：9/7～9 36 青森原燃テクノロジーセンター（東北町） 

非破壊検査技術講習（ＰＴレベル 1）注-1 筆記：7/26～28  実技：10/25 8 量子科学センター（六ヶ所村） 

非破壊検査技術講習（ＰＴレベル 2）注-1 筆記：7/29～30  実技：10/26 8 量子科学センター（六ヶ所村） 

職長ＲＳＴ建設コース（5日間） 1回目：12/17～21   2 回目：1/7～11   3 回目：1/28～2/1 6 中央労働災害防止協会（仙台市） 

熱中症インストラクター養成講習 9/1 12 六ヶ所村文化交流プラザスワニー 

熱中症予防教育研修講座 6/29 25 六ヶ所村中央公民館 

落下防止用器具(フルハーネス)使用従事者特別講座 1回目：2/23 49 名       2 回目：3/9 注-1 49 六ヶ所村文化交流プラザスワニー / 量子科学センター 
 
② 資格取得講座・技能訓練支援 開  催 人数 場   所 

ものづくり基礎技術基本講座  - 青森能力開発短期大学校 

制御関連講座 1年生（7日間） 7/7,14,21,28、8/4,18,25 4 青森能力開発短期大学校（青森市） 

制御関連講座 2年生（6日間） 6/2,9,16,23 5 青森能力開発短期大学校（青森市） 

品質管理講座(6日間） 6/30、7/1,28,29、8/25,26 4 青森能力開発短期大学校（六ケ所所村中央公） 

溶接講座 1(2 日間) 5/26,27 3 青森能力開発短期大学校（五所川原市） 

溶接講座 2(2 日間) 7/7,8 2 青森能力開発短期大学校（五所川原市） 

溶接講座 3   溶接作業の品質改善(4日間) 9/29,30、10/20,21 4 青森能力開発短期大学校（六ケ所所村中央公） 

実践機械製図(2次元ＣＡＤ編) 12/8,9,15,16 10 青森能力開発短期大学校（八戸市） 

実践機械製図(3次元ＣＡＤ編) 3/2,3,9,10 10 青森能力開発短期大学校（青森市） 

電気工事士試験対策講座(12 日間) 9/1,2,8,9,15,16、10/13,14,20,21、11/3,4 2 青森能力開発短期大学（六ケ所所村中央公） 

電気工事士試験対策講座(4日間)   注-1  筆記(3名)：9/11,12   実技(5名)：11/5,6 5 量子科学センター（六ヶ所村） 

機械保全技能士資格取得講座 機械 2級(2日間）注-1 11/23～24 0 青森原燃テクノロジーセンター（東北町） 

機械保全技能士資格取得講座 電気 2級(2日間）注-1 11/1,2 4 量子科学センター（六ヶ所村） 

あと施工アンカー 一般技術講習(第 2種) 注-1 10/22 10 青森原燃テクノロジーセンター（東北町） 

横型ポンプ 保修訓練       注-1 1 回目：9/1～2      2 回目：1/28～29 7 青森原燃テクノロジーセンター（東北町） 

弁保修訓練(2回実施)        注-1 1 回目：10/6～7     2 回目：12/10～8 8 青森原燃テクノロジーセンター（東北町） 
 
③ 技術支援マネジメント講習・講演 開  催 人数 場   所 

技術支援基礎講座（ビジネスマナー含む） 平成 30年 4月 17 日～19日 37 六ヶ所村文化交流プラザスワニー 

マネジメント実務者講習(安全体感)  平成 30年 4月 18 日 37 六ヶ所村文化交流プラザスワニー 

マネジメントセミナー（「核燃料サイクル推進ファーラム」） 平成 30年 2月 20 日（後援団体とし出席） 138 六ヶ所村文化交流プラザスワニー 

ISO9001 2015 規格要求事項解釈コース 平成 31年 3月  2 日 40 六ヶ所村立室内プール ろっぷ 研修室 

 

 

「会
員
状
況
」に
つ
い
て 

会
員
状
況
は
入
会
１ 

、
退
会
０
に
よ
り
総
会

員
数
１
１
５( 

特
別
会
員
５
、
会
員
１
０
６
、
賛

助
会
員
４) 

入会 

区  分 団  体  名 入会日 

会 員 六ヶ所原燃警備株式会社 平成 30年 12 月 11 日 

― ― ― 

― ― ― 

― ― ― 

― ― ― 

― ― ― 

退会 

区  分 団  体  名 退会日 

― ― ― 

― ― ― 

 

 

 第６回 独身者交流会 開催 
日時：平成３１年７月６日（土）12：00～ 
場所：三沢市 ミス・ビードルドーム 

 

親睦チャリティーゴルフ大会 開催 
日時：平成３１年６月 29 日(土）7：53～ 
場所：下北スリーハンドレッドゴルフクラブ 

《2019 年度 親睦行事 予定》 多くの方の参加をお待ちしています！ 

 『会
報
』バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の 

閲
覧
方
法
に
つ
い
て 

 

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー(

既
発
行
会
報)

を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

『
六
ヶ
所
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（[

各
課

の
ペ
ー
ジ]

→[

政
策
推
進
課
／
観
光

グ
ル
ー
プ
）』
の
『
六
ヶ
所
村
産
業
協

議
会
の
活
動
』
内
に
掲
示
し
て
い
ま

す
。

h
t
t
p
:
/
/w
w
w
.
ro
k
k
a
sh
o
.
j
p/
i
n
dex

.
c
f
m
/
1
1,
0
,
3
1,
1
7
7
,h
t
m
l

 

 

注釈 

注-1「青森原燃テクノロジーセンター」殿の講習協賛 

県
外
施
設
視
察 

開
催 

 
9
月
26

日
か
ら
二
日
間
に
わ
た
り
、
会
員
企
業

17

社
20

名
参
加
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
。「
日
本
原
燃

株
式
会
社
M

O

X
燃
料(

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
酸
化
物
原
子
燃
料)

工
場
の
操
業
に
向
け
た
予

備
知
識
と
起
業
思
想
を
習
得
し
、
自
社
の
企
業
活
動

に
活
か
す
。
」
を
目
的
に
、
大
阪
府
の
３
施
設
を
訪

問
す
る
。 

 【
１
日
目
】 

 
 

大
阪
に
は
、
独
自
の
起
業
ス
ピ
リ
ッ
ト
が
継
承
さ

れ
た
長
命
企
業
が
多
く
あ
り
、
そ
の
企
業
文
化
を
知

る
た
め
に
、
次
の
２
企
業
を
訪
問
す
る
。 

サ
ン
ト
リ
ー 

山
崎
蒸
留
所 

h
ttp

s://w
w

w
.s

u
n

to
ry.co

.jp
/fa

cto
ry

/y
a
m

a
z
a

k
i/ 

                

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク 

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

松
下
幸
之
助
歴
史
館 

h
ttp

s://w
w

w
.p

a
n

a
so

n
ic.co

m
/jp

/co
rp

o
ra

te
/h

isto
ry

/ 
p

a
n

a
so

n
ic

-m
u

se
u

m
.h

tm
l 

                

【
２
日
目
】 

原
子
燃
料
工
業
株
式
会
社 

熊
取
事
業
所 

h
ttp

://w
w

w
.n

fi.co
.jp

/co
m

p
a

n
y
/k

u
m

a
to

ri.h
tm

l 

同
社
は
、
総
合
原
子
燃
料
メ
ー
カ
ー
と
し
て
『
沸

騰
水
型(

東
海
事
業
所) 

』
及
び
『
加
圧
水
型(

熊
取

事
業
所) 

』
原
子
炉
燃
料
の
製
造
・
開
発
及
び
各
種

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
同
事
業

所
に
て
生
産
稼
働
中
の
燃
料
製
造
ラ
イ
ン
と
電
子

線
照
射
サ
ー
ビ
ス
施
設(

医
療
・
実
験
器
具
、
食
品

容
器
等
へ
の
滅
菌
処
理 

及
び
材
料
改
質
処
理 

) 

を
見
学
す
る
。 

同
燃
料
生
産
施
設
は 

本
年
３
月
28

日
付
で
核 

燃
料
加
工
施
設
に
対
す 

る
新
規
制
基
準
へ
の
適 

合
変
更
工
事
許
可
を
受 

け
て
い
る
た
め
、
11

月 

に
製
造
を
停
止
し
、
２ 

年
間
の
変
更
工
事(

主
に 

耐
震
補
強
と
竜
巻
対
策) 

に
入
る
。 

 

  

 

役
員
・事
務
局
員 

人
事 

 

日
本
原
燃
㈱
人
事
に
伴
う
次
の
２
名
の
交
代
を

10
月
17
日
開
催
の
役
員
会
に
て
承
認
す
る
。 

役 
 

員
「
藤
野 

 

卓 

」
→
「
吉
岡 

 

聡 

」 

事
務
局
員
「
及
川 

健
一
」
→
「
小
泉 

春
和
」 

 

 

千
代
田
テ
ク
ノ
ル
㈱ 

ラ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
青
森 

h
ttp

://w
w

w
.c-te

ch
n

o
l.co

.jp
/ 

 

同
社(

本
社
：
東
京)

は
「
放
射
線
が
人
類
に
与

え
る
デ
メ
リ
ッ
ト
を
極
限
ま
で
ゼ
ロ
に
抑
え
、
安

全
を
引
き
出
し
、
放
射
線
が
人
類
に
与
え
る
メ
リ

ッ
ト
の
み
を
引
き
出
す
企
業
」
と
し
て
、
放
射
線

に
関
す
る
事
業(

測
定
業
務
、
測
定
・
医
療
機
器

及
び
放
射
性
同
位
元
素
の
製
造
・
販
売
、

コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
等 

)

を 

展
開
し
、
同
セ
ン
タ 

ー
は
放
射
線
利
用
施 

設
（
医
療
・
研
究
機 

関
や
企
業
等 

)

及
び 

原
子
力
関
連
施
設
で 

個
人
被
ば
く
測
定
具 

と
し
て
使
用
さ
れ
る 

ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ
を
回 

収
・
分
解
・
測
定
・ 

再
組
立
す
る
同
社
３ 

拠
点
目
と
し
て
、
昨 

年
10
月
に
六
ヶ
所
村 

に
竣
工
（
２
階
建
て 

総
床
面
積
１
８
０
０ 

平
方
メ
ー
ト
ル)

 
   

【
情
報
交
換
会
】 

 

施
設
見
学
後
に
『
ス
パ
ハ
ウ
ス 

ろ
っ
か
ぽ
っ

か
』
に
て
開
催
さ
れ
た
。 

村
内
施
設
視
察
会
を
開
催 

 12
月
７
日
、
33

名
参
加
に
よ
り
、
次
の
２
施
設

の
見
学
と
情
報
交
換
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

 【
施
設
見
学
】 

 

国
立
研
究
開
発
法
人 

量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構 
 

核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
開
発
部
門 

 

六
ヶ
所
核
融
合
研
究
所 

h
ttp

://w
w

w
.fu

s
io

n
.q

st.g
o
.jp

/ro
k

k
a
s
y
o
/ in

d
e
x
.h

tm
l 

 

当
該
施
設
は
当
協
議
会
と
し
て
、
２
回
目
の
見
学

(

詳
細
は
「
平
成
25

年
会
報
」
参
照)

と
な
る
。
今

回
は
、
本
年
６
月
に
設
置
さ
れ
た
『
２
代
目
ス
ー
パ

ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タJF

R
S
-1
(

愛
称
： 

六
ち
ゃ
んⅡ

)

』

と
組
立
が
進
ん
で 

い
る
国
際
核
融
合 

材
料
照
射
施
設
の 

工
学
実
証
・
工
学 

設
計
活
動(

I
FM
IF 

/
 
EV
ED
A)

事
業
の 

一
環
と
し
て
核
融 

合
原
型
炉
の
た
め 

の
材
料
検
証
に
必 

要
な
大
強
度
中
性 

子
源
用
加
速
器
『 

I
F
MIF

原
型
加
速 

器
』
を
見
学
。 

 

 

『役
員
会 

施
設
視
察
』を
開
催 

 

11
月
21
日
、
戸
田
衛
六
ヶ
所
村
長(

当
協
議
会
顧

問)

に
参
加
頂
き
13
名
に
て
実
施
。
今
回
の
目
的

は
、
将
来
の
日
本
原
燃
株
式
会
社 

Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
工

場
操
業
へ
の
知
識
習
得
第
二
弾(

第
一
弾
は
当
該
会

報
「
原
子
燃
料
工
業
株
式
会
社 

熊
取
事
業
所
」
参

照)

と
し
て
、
同
社
再
処
理
施
設
の
CA

建
屋(

ウ
ラ

ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋)

及
び
CB
建
屋

(

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
酸
化
物
貯
蔵
建
屋)

AG
建
屋(

制
御
建
屋)

の
視
察
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

 

 

役
員
人
事 

 

日
本
原
燃
㈱
人
事
に
伴
う
役
員
の
交
代
を
１
月 

16
日
開
催
の
役
員
会
に
て
承
認
す
る
。 

 

顧
問
「
工
藤 

健
二 

」
→
「
増
田 

尚
宏 

」 

 

『核
燃
料
サ
イ
ク
ル 推

進
フ
ォ
ー
ラ
ム
』開
催 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
問
題
を
考
え
る
～
全
量
再
処
理
を
堅
持
す
る
た
め
に
～ 

  

２
月
20
日 

六
ヶ
所
村
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
ス
ワ
ニ

ー
に
て
「
21
六
ヶ
所
村
を
考
え
る
会
」
主
催
に
よ
る
フ

ォ
ー
ラ
ム
に
、
後
援
団
体
と
し
て
参
加 

(

総
出
席
者
数

２
１
０
名
：
当
協
議
会
出
席
者
１
３
８
名)

す
る
。 

 【
開
会
挨
拶
】 

21
六
ヶ
所
村
を
考
え
る
会 

 
 
 
 
 

 

会
長 

橋
本 

竜 

氏 
          【

基
調
講
演
】 

演 

題
：「
な
ぜ
、
再
処
理
工
場
は
必
要
な
の
か
？
」 

講
演
者
：
元
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構 

理
事 

川
田 

東
海
夫 

氏 

【
問
題
提
起
】 

演 

題
：
「
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
余
剰
な
の
か
・
核
燃
料
サ
イ

ク
ル
の
意
義
を
考
え
る
」
「
地
球
温
暖
化
の
リ
ス

ク
と
原
子
力
発
電
・
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
意
義
」 

講
演
者
：
東
京
工
業
大
学 

先
導
原
子
力
研
究
所 

特
任
教
授 

奈
良
林 

直 

氏 

      

 

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】 

右
記
「
問
題
提
起
」
に
つ
い
て
７
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト

に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
す
る
。 

コーディネータ 
原子力産業と地域・産業振興を考える会  

会  長 末 永 洋 一 氏 

パネリスト 

元 核燃料サイクル開発機構  

理  事 川田 東海夫 氏 

東京工業大学 先導原子力研究所  

特任教授 奈 良 林 直 氏 

六ヶ所村商工会 

会  長 種 市 治 雄 氏 

資源エレルギー庁 電力・ガス事業部 
原子力立地・核燃料サイクル産業課 

課  長 若 月 一 泰 氏 

青森県エネルギー総合対策局 

次  長 荒 関 浩 巳 氏 

日本原燃株式会社 

フェロー 田 中 治 邦 氏 

東京工業大学 原子炉工学研究所 
エネルギー工学部門 

助  教 澤 田 哲 生 氏 

 

 

  

 

見学前後に施設説明と意見交換を実施 


